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問 22．昭和 56年５月以前に建てられた木造住宅は地震が発生した際の危険性が高

い、いわゆる旧耐震基準の建物であるということをご存じですか。 

（○は１つだけ可） 

 

 

57.5 40.8 1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

５．東大阪市の木造住宅の耐震改修などについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旧耐震基準の建物の認知度をたずねた。「知っている」が 57.5％、「知らない」が

40.8％となっている。（図 5-1） 

 

 

 

 

55.6

56.0

59.5

44.4

42.8

38.3

1.2

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どちらともいえない、

または答えたくない

【回答数=９】

女性【回答数=729】

男性【回答数=587】

 

 

性別にみると、「知っている」は『男性』が『女性』より 3.5ポイント上回っている。

また、「知らない」は『女性』が『男性』より 4.5ポイント上回っている。（図 5-2） 

図 5-1 旧耐震基準の建物の認知度 

(％) 

A 

図 5-2 性別 旧耐震基準の建物の認知度 

【回答数＝1,331】 

  知っている   知らない 

  無回答    

   

  知っている   知らない 

  無回答    

   

(％) 

A 
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(％) 

63.2

57.3

57.1

58.4

59.0

42.1

61.9

32.6

40.2

41.8

40.7

41.0

57.9

38.1

4.1

2.5

1.1

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70代以上【回答数=291】

60代【回答数=241】

50代【回答数=268】

40代【回答数=243】

30代【回答数=139】

20代【回答数=126】

10代 【回答数=21】

 

年代別にみると、「知らない」は『20代』が 57.9％と他の年代と比べて高くなってい

る。（図 5-3） 

図 5-3 年代別 旧耐震基準の建物の認知度 

 
  知っている   知らない 

  無回答    
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問 23．東大阪市では、昭和 56年５月以前に建てられた木造住宅に対して、耐震改修

などに伴う補助金制度が設けられていることをご存じですか。 

（○は１つだけ可） 

 

 

 

 

 

23.8 74.1 2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

耐震改修などに伴う補助金制度の認知度をたずねた。「知らない」が 74.1％、「知って

いる」が 23.8％となっている。（図 5-4） 

 

 

 

 

 

11.1

25.5

22.0

88.9

72.7

75.6

1.8

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どちらともいえない、

または答えたくない

【回答数=９】

女性【回答数=729】

男性【回答数=587】

 

性別にみると、「知っている」は、『女性』が『男性』より 3.5 ポイント上回っている。

また、「知らない」は『男性』が『女性』より 2.9ポイント上回っている。（図 5-5） 

図 5-4 耐震改修などに伴う補助金制度の認知度 

【回答数＝1,331】 

図 5-5 性別 耐震改修などに伴う補助金制度の認知度 

 

（％) 

A 

(％) 

A 

  知っている   知らない 

  無回答    

   

  知っている   知らない 

  無回答    
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40.5

31.1

16.0

21.8

11.5

7.1

14.3

53.6

66.4

83.2

77.4

87.8

92.9

85.7

5.8

2.5

0.7

0.8

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70代以上【回答数=291】

60代【回答数=241】

50代【回答数=268】

40代【回答数=243】

30代【回答数=139】

20代【回答数=126】

10代 【回答数=21】

 

年代別にみると、「知っている」は『70代以上』で 40.5％と最も高くなっている。ま

た、「知らない」は『20代』で 92.9％と９割を超えている。（図 5-6） 

図 5-6 年代別 耐震改修などに伴う補助金制度の認知度 

 

 

  知っている   知らない 

  無回答    

   （％) 

A 
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※問 23で 「１．知っている」 とお答えされた方におたずねします。 

問 23-１ 耐震改修などに伴う補助金制度に関する情報をどのようにして知りました

か。（○はいくつでも可） 

 

 

 

 

 

 

 

2.2

5.7

14.8

1.9

7.9

80.4

0 20 40 60 80 100

無回答

その他

知人などから聞いて

東大阪市からのダイレクトメール

市ウェブサイト

市政だより

 

 

 

問 23 で「知っている」人を対象に、耐震改修などに伴う補助金制度の周知経路をたず

ねた。「市政だより」が 80.4％と最も高く、次いで「知人などから聞いて」が 14.8％、

「市ウェブサイト」が 7.9％の順となっている。（図 5-7） 

 

図 5-7 耐震改修などに伴う補助金制度の周知経路 

【回答数＝317】 

(％) 

A 
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4.7

3.9

19.4

1.6

7.8

72.9

0 20 40 60 80 100

無回答

その他

知人などから聞いて

東大阪市からの

ダイレクトメール

市ウェブサイト

市政だより

0.5

7.0

11.3

2.2

8.1

86.0

0 20 40 60 80 100

0.0

0.0

100.0

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

 

性別にみると、「知人などから聞いて」は『男性』が『女性』より 8.1ポイント上回っ

ている。また、「市政だより」は、『女性』が 86.0％と８割を超えている。（図 5-8） 

図 5-8 性別 耐震改修などに伴う補助金制度の周知経路 

男性 

【回答数=129】 
(％) 

 

 

どちらともいえない、 

または答えたくない 

【回答数=１】 
(％) 

 

 

女性 

【回答数=186】 
(％) 
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33.3

0.0

33.3

0.0

0.0

33.3

0 20 40 60 80 100

無回答

その他

知人などから聞いて

東大阪市からの

ダイレクトメール

市ウェブサイト

市政だより

0.0

18.8

31.3

0.0

0.0

56.3

0 20 40 60 80 100

0.0

0.0

44.4

0.0

22.2

44.4

0 20 40 60 80 100

1.9

7.5

13.2

1.9

17.0

71.7

0 20 40 60 80 100

 

 

 

0.0

4.7

16.3

0.0

16.3

81.4

0 20 40 60 80 100

無回答

その他

知人などから聞いて

東大阪市からの

ダイレクトメール

市ウェブサイト

市政だより

2.5

2.5

13.6

1.7

3.4

89.8

0 20 40 60 80 100

2.7

8.0

9.3

4.0

4.0

82.7

0 20 40 60 80 100

 

年代別にみると、年代が上がるにつれて「市政だより」の割合が高くなっている。ま

た、「知人などから聞いて」は『20代』が 44.4％と他の年代に比べて高くなっている。

（図 5-9） 

図 5-9 年代別 耐震改修などに伴う補助金制度の周知経路 

10代 

【回答数=３】 

(％) 

20代 

【回答数=9】 

(％) 

 

30代 

【回答数=16】 

(％) 

 

 

40代 

【回答数=53】 

(％) 

 

50代 

【回答数=43】 

(％) 

 

 

70 代以上 

【回答数=118】 

(％) 

60代 

【回答数=75】 

(％) 
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問 24．東大阪市の耐震に関する施策について、今後どのような取組が必要と思いま

すか。（〇はいくつでも可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.1

9.5

1.6

43.3

31.3

36.6

25.2

41.5

41.8

11.9

23.4

0 20 40 60 80

無回答

特になし

その他

耐震改修補助金制度における手続の簡素化

耐震改修補助金制度における補助条件の緩和

耐震改修補助金制度における補助金の増額

家具の転倒防止などに関する支援

屋根瓦・外壁・天井などの

落下防止などに関する支援

相談窓口の充実

本庁舎以外（リージョンセンターなど）での

耐震セミナーなどの講習会の実施

ＳＮＳ（Facebook、Twitter

など）を活用した周知・啓発

 

 

 

東大阪市の耐震に関する施策として必要なことをたずねた。「耐震改修補助金制度にお

ける手続の簡素化」が 43.3％と最も高く、次いで「相談窓口の充実」が 41.8％、「屋根

瓦・外壁・天井などの落下防止などに関する支援」が 41.5％の順となっている。（図 5-

10） 

【回答数＝1,331】 

 

(％) 

A 

図 5-10 東大阪市の耐震に関する施策として必要なこと 
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3.6

11.1

1.7

41.1

30.7

34.8

22.0

37.3

36.6

10.7

26.6

0 20 40 60 80

無回答

特になし

その他

耐震改修補助金制度に

おける手続の簡素化

耐震改修補助金制度に

おける補助条件の緩和

耐震改修補助金制度に

おける補助金の増額

家具の転倒防止

などに関する支援

屋根瓦・外壁・天井などの

落下防止などに関する支援

相談窓口の充実

本庁舎以外（リージョン

センターなど）での耐震

セミナーなどの講習会の実施

ＳＮＳ（Facebook、Twitter

など）を活用した周知・啓発

2.5

8.2

1.4

44.7

31.7

37.9

27.7

44.7

46.0

12.6

20.9

0 20 40 60 80

0.0

22.2

11.1

66.7

44.4

44.4

44.4

55.6

55.6

22.2

33.3

0 20 40 60 80

 

性別にみると、「ＳＮＳ（Facebook、Twitterなど）を活用した周知・啓発」は『男

性』が『女性』より 5.7ポイント上回っている。また、「相談窓口の充実」は『女性』が

「男性」より 9.4ポイント上回っている。（図 5-11） 

図 5-11 性別 東大阪市の耐震に関する施策として必要なこと 

 
男性 

【回答数=587】 

(％) 

 

 

どちらともいえない、 

または答えたくない 

【回答数=９】 

      (％) 

 

 

女性 

【回答数=729】 

(％) 
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9.5

14.3

0.0

42.9

28.6

23.8

19.0

38.1

38.1

19.0

38.1

0 20 40 60 80

無回答

特になし

その他

耐震改修補助金制度に

おける手続の簡素化

耐震改修補助金制度に

おける補助条件の緩和

耐震改修補助金制度に

おける補助金の増額

家具の転倒防止

などに関する支援

屋根瓦・外壁・天井などの

落下防止などに関する支援

相談窓口の充実

本庁舎以外（リージョン

センターなど）での耐震セミ

ナーなどの講習会の実施

ＳＮＳ（Facebook、Twitter

など）を活用した周知・啓発

1.6

11.9

0.0

45.2

35.7

35.7

27.0

36.5

31.7

9.5

42.1

0 20 40 60 80

0.7

7.9

2.9

45.3

34.5

38.8

34.5

39.6

41.7

14.4

44.6

0 20 40 60 80

1.2

9.5

2.1

42.0

34.6

37.0

23.5

39.5

40.3

10.3

26.3

0 20 40 60 80

 

  

 

1.1

7.1

2.2

48.1

36.9

45.1

25.7

49.6

45.1

15.3

26.9

0 20 40 60 80

無回答

特になし

その他

耐震改修補助金制度に

おける手続の簡素化

耐震改修補助金制度に

おける補助条件の緩和

耐震改修補助金制度に

おける補助金の増額

家具の転倒防止

などに関する支援

屋根瓦・外壁・天井などの

落下防止などに関する支援

相談窓口の充実

本庁舎以外（リージョン

センターなど）での耐震セミ

ナーなどの講習会の実施

ＳＮＳ（Facebook、Twitter

など）を活用した周知・啓発

2.9

7.5

1.2

43.6

29.9

33.6

24.5

41.1

50.2

12.9

14.9

0 20 40 60 80

7.6

13.1

1.0

37.8

21.6

31.3

22.3

39.2

37.8

8.6

5.8

0 20 40 60 80

 

年代別にみると、「相談窓口の充実」は『60代』で 50.2％と約５割となっている。「耐

震改修補助金制度における手続の簡素化」は、『70代以上』以外の年代において４割以上

となっている。（図 5-12） 

図 5-12 年代別 東大阪市の耐震に関する施策として必要なこと 

 
10 代 

【回答数=21】 

(％) 

 

20代 

【回答数=126】 

(％) 

 

30代 

【回答数=139】 

(％) 

 

 

40代 

【回答数=243】 

(％) 

 

50 代 

【回答数=268】 

(％) 

 

 

70代以上 

【回答数=291】 

(％) 

 

60代 

【回答数=241】 

(％) 
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問 25．耐震改修に伴う工事費用のうち自己負担がどの程度であれば工事を行いたい

と思いますか。（例：工事費用の総額が300万円だった場合） 

（○は１つだけ可） 

7.4 12.0 22.2 10.6 44.3 3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

希望する耐震改修に伴う工事費用の自己負担額をたずねた。「わからない」が 44.3％と

最も高く、次いで「100万円」が 22.2％、「150万円」が 12.0％の順となっている。 

（図 5-13） 

 

 

 

 

 

 

11.1

7.1

7.7

11.1

11.4

12.8

22.2

21.8

23.0

11.1

9.2

12.4

44.4

47.3

40.4

3.2

3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どちらともいえない、

または答えたくない

【回答数=９】

女性【回答数=729】

男性【回答数=587】

 

性別にみると、「150万円」は『男性』が『女性』より 1.4ポイント高くなっている。

（図 5-14） 

図 5-13 希望する耐震改修に伴う工事費用の自己負担額 

図 5-14 性別 希望する耐震改修に伴う工事費用の自己負担額 

 

【回答数＝1,331】 

 

(％) 

A 

(％) 

A 

  200万円   150 万円 

  100万円   その他 

  わからない   無回答 

  200万円   150万円 

  100万円   その他 

  わからない   無回答 



80 

 

 

 

 

 

 

10.7

5.0

7.1

7.0

10.1

2.4

14.3

11.0

15.8

13.1

9.1

12.2

11.1

9.5

17.5

23.2

23.9

23.5

27.3

21.4

9.5

5.5

8.3

11.9

13.2

12.9

15.1

19.0

45.4

43.2

42.9

46.5

37.4

49.2

47.6

10.0

4.6

1.1

0.8

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70代以上【回答数=291】

60代【回答数=241】

50代【回答数=268】

40代【回答数=243】

30代【回答数=139】

20代【回答数=126】

10代 【回答数=21】

 

年代別にみると、「100 万円」は『20 代』から『60 代』で２割以上となっている。また、

「150万円」は『60代』で 15.8％と他の年代と比べて高くなっている。（図 5-15） 

図 5-15 年代別 希望する耐震改修に伴う工事費用の自己負担額 

 

(％) 

A 

  200万円   150万円 

  100万円   その他 

  わからない   無回答 


